
君津市ってどんなところ
　君津市は、房総半島のほぼ中央部に位置し、東京から５０キロ
圏内にあって、東京湾アクアラインにより１時間以内で都心までア
クセスできる水と緑に囲まれた豊かな自然と歴史的な文化遺産な
どを数多く有する市です。
　内陸部は房総丘陵の豊かな自然に恵まれ、四季折々のレジャー
や観光を楽しむことができます。近年では、幻想的な写真が撮れ
ると話題になった「清水渓流広場（濃

のう
溝
みぞ
の滝・亀

かめ
岩
いわ
の洞窟）」が、

新たなスポットとしてにぎわいを見せており、ドローン空撮映像に
より魅力の発信に力を入れています。
　市域は、内陸部の東部、南部が広大であり、千葉県では２番目
の面積を有しています。
　北西部は東京湾に面しており、海岸線は1960年代に埋め立て
られ、現在は製鉄所が操業しています。

 人　口	▶	83,378人
	 	 	（令和２年８月現在）
 世帯数	▶	39,157世帯
 面　積	▶	318.81㎢
 市の木	▶	キャラボク
 市の花	▶	ミツバツツジ
 特産品	▶	水生カラー、自然薯、地酒
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友
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当
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白
岡
市
と
千
葉
県
君
津
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と

は
、
両
市
に
ゆ
か
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の
あ
る
江
戸

時
代
中
期
の
政
治
家
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学
者
で
あ

る
新あ

ら

井い
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き
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じ
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市
民
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士
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両
市
議
会
に
よ
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友
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流
協
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締
結
、
特
産
品
の
販

売
な
ど
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
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ま
な

交
流
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重
ね
て
き
ま
し
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。

　

平
成
３０
年
３
月
に
は
、「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、

令
和
元
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風

１５
号
に
よ
る
風
水
害
に
お
い
て

交
流
の
き
っ
か
け
と

背
景

　

今
後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
特
産

品
の
相
互
販
売
に
よ
る
交
流
や
、
災

害
時
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く
連
携

な
ど
に
加
え
、
文
化
財
や
新
井
白
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を
通
じ
た
文
化
交
流
、
各
種
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
観
光
交

流
、
自
然
体
験
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
相
互
訪
問
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
計
画
・
実
施
し
、
両

市
の
友
好
関
係
を
よ
り
い
っ
そ
う
深

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
組

は
、
白
岡
市
か
ら
君
津
市
へ
、
物

資
の
提
供
や
人
的
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
重
ね

た
こ
と
に
よ
り
、
両
市
の
絆
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
文
化
、
産
業
、
観
光
、

JA きみつでの白岡美人の販売
【平成30年8月】

（上）清水渓流広場「濃
のう

溝
みぞ

の滝・亀
かめ

岩
いわ

の洞窟」
（下）全国生産No.１の水生カラー「恋

こい

人
と

のカラー」

台風15号で被災した君津市での
給水活動【令和元年9月】
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友好都市協定書

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、
防
災
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ

て
、
更
な
る
相
互
理
解
と
連
携
を

深
め
る
た
め
、
白
岡
市
で
は
初
め

て
と
な
る
「
友
好
都
市
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
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　歴史、文化、産業、スポーツ、教育など、幅
広い分野で更に交流を深めていき、よりいっそ
う密接な関係を築き上げていきたい。

　これまでの交流によって築いてきた絆をたい
せつにしながら、今後もさまざまな分野で交流
を深めていきたい。
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